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5mと7mに区切った場合は、平均よ
りも少し左に山があって、散らばりが
似ています。
でも、 7mに区切った場合は、平均が
26.8mあるのに、山が平均からずれて
いるので、 5mに区切った方が良いと恩
L 
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10m区間
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図6
います。
だったら、 10mで区切った場合は、山
が平均値に近い所にあるからいいので
すか。
C 
10mlこ区切るのは良いと考えることは
できません。だって、数直線にドット
を打った図では、すごく散らばってい
るのに、中央に集まりすぎているから
C 
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です。
C 3mに区切る場合の方が、散らばりが
分かりやすいと思います。理由は、山
が2つあるからです。 A組のソフトボ
ール投げの記録には、平均より遠くに
上げる人と、平均以下の人と大きく分
かれるという特徴的な散らばりがあり
ます。
5 
(3)省察
小グループで協働的に数直線を使った最
適な区間(図3...図6)を調べさせ、小グル
ープによるワークショップ型の振り返りに
より、帰納的に最適な区間を発見させるよ
うにした。蓋然的事象である資料の分布の
特徴的な散らばりを小学校段階で捉えるこ
とは困難である.そこで、数直線を使って
ドットで表した図を基にして、最適な区聞
を帰納的に考え、その算数的活動を小グル
ープのワークショップ型で振り返らせるこ
とは、区間を直観的、感覚的に捉えさせる
上で有効であるという示唆を得た。
5 今後の課題と展望
統計は、調査内容の専門家と数理統計の
専門家の協力で行われる。統計的な見方・
考え方を育成するためには、両者の視点に
立って統計指導を行うことが大切である。
資料の散らばりを捉えることは、統計の
見方・考え方の育成に直結する統計的調査
の目的にかかわる大切なことである。従っ
て、平均値だけでは、資料の特徴を言い尽
くせないことに気付かせ、自ら資料の散ら
ばりを調べようとする目的をもたせるこ
とが重要である。しかしながら、本研究で
は自律的に散らばりを調べる目的をもっ
過程の究明に至っていない。
「数学的構造は、完成されたものではな
く、倉IJられるべき数学的構造である
(Freundental) Jと指摘している。氏の
意図実現に向けて、散らばりを捉える区聞
を子ども自らが最適な区聞を、数直線を使
って調べる算数的活動をコアにして設定
させるようにした。記述統計では、帰納論
理が最も重要であると言われている。散ら
ばりの犠子を捉える区聞は、 5mと決定し
ているわけではない。そこで、数直線を使
って視覚に訴えて、直観的、感覚的に3m、
5m、7m、10mのどの区間が散らばる様
子をとらえる上で最適な区間なのかを帰
納的に調べてし、かせた。指導の方略として
は、算数的活動の中での振り返りを重視し、
小グループによるワークショップ型 (4，
(2)②)の振り返りを行った。結果とし
て、分布の散らばりの特徴を捉える最適な
区聞を帰納的に発見できるという示唆を
得た。中学校「数学」では、こうした実質
的な面よりも、分布を平均や標準偏差を考
える統計的な方法に指導の重点が移るの
で、その移行の在り方を検討する必要があ
る。
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